豊栄病院患者総合支援センター　いするぎ通信　平成３０年１月

謹賀新年。今年も、連携室便りをお届けします。
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新年あけましておめでとうございます。さて、当院は、71年前の昭和21年11月に新潟県農業会葛塚診療所の開設で産声を上げ、20年前の平成9年9月1日に現在の新潟市北区石動に移転新築しました。また私が病院長に就任してから10年過ぎました（ちなみに豊栄病院に赴任したのは平成4年5月で、病院に25年7か月勤務しています）。最近年をとったためか、この10年、20年はあっという間に過ぎたように感じています。しかしこの後の10年・20年を想像すると、世の中は・病院は非常に変化しているものと思われます。人口構成の変化により今まで以上の多死・少子化社会となり、様々な医療改革がなされると思います。こうした変動の渦の中、この地域の医療・介護を維持・発展していくため、開業医の先生方、施設の方々、いろいろな医療関係者様と協力しながら豊栄病院も努力していきたいと思います。なお、来年4月からは消化器内科医が1名加わり、また一時中断していた眼科の手術も再開する予定です。皆様、今年も今まで同様、何卒よろしくお願いいたします（病院長　宮島透）。
臨床検討会のお知らせ

日時；平成３０年１月９日（火）　午後６時

場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール

講演１：「排尿の仕組みと排尿障害～前立腺がん治療との関わりについて」～新潟大学大学院腎泌尿器病態学分野・分子腫瘍分野　教授　冨田善彦　先生
講演２：「要介護高齢者の夜間頻尿～チームでの評価とアプローチ～』　新潟医療福祉大学医療技術学部作業療法学科　教授　今西里佳　先生
共催：豊栄病院、第一三共株式会社

平成30年第1回目の臨床検討会は、排泄ケアについての講演会を企画しました。新潟大学の冨田教授に御相談し、「排泄ケアの基本について学んでいこう」という講演会になります。高齢で排泄に問題があるケースが増えていると思います。医療や介護の現場では栄養補給と同様に重要な問題です。排泄ケアの問題に対する系統的な解決システムの構築を今後北区で行う構想も冨田先生はお持ちのようです。在宅医療介護を進める上で非常に有益なシステムになると考えられます。今回は基礎編となりますが、是非多くの方に講演を聞いていただきたいと考えます。奮って参加をお願いいたします。軽食の準備のため、参加希望は天木までお願いします（患者総合支援センター長　柄澤良）。

●ほーかん日誌： 北区に、雪は降らないように！
１１月～１２月にかけての４週間、学生が実習にきていました。２グループ計４名の学生が「在宅生活支援看護実習」ということで訪問看護師と同行訪問していました。訪問に行く際の車の運転には、若い命に何かあってはならないと、いつもに増して緊張していました。また、今年は例年になく早い寒さの到来で大雪が降ったりしたので、道路状況も悪く寒さでトイレが恋しくなったりと、学生も緊張が倍増だったと思います。訪問先では、学生が顔を見せると、利用者のいつもとは違う表情や反応が見れるのを毎回感じていました。「若い力」は元気を与えてくれるのでしょうね。学生にバイタルサイン測定やケアをしてもらったりすると、利用者や家族が「こうするんだよ」などと声掛けし指導者になってくれている場面をみる
と、看護師は嬉しく思います。実習最終日にカンファレンスが開催され、学生からある一語を耳にし印象に残りました。「訪問看護師の強み」。強みとは何だろうと、辞書で調べたら、「強さ・たよりになる点」となっていました。利用者と家族の在宅生活を支えるために訪問看護師としてこの言葉どおりに看護できているのかと、身の引き締まる思いになりました。新しい年、豊栄訪問看護ステーション４人、更にパワーアップできますように頑張ります（長谷川）。
編集：春まで、スキーでもしようかな。副院長柄澤良
豊栄病院　福祉連携センター　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784

